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仙台市市民協働事業提案制度 第３回検討会について 

 

１．第３回検討会（最終審査会）の流れ 

（１）公開プレゼンテーション 公開 

 事業ごとに、団体発表 10分、質疑応答 10 分となります。 

 団体および協働担当課に対して、以下の内容を賜りますようお願いいたします。 

○提案事業に関する質問（事業の実現性や計画性、事業の実施手法 等） 

○その他、疑問点 等 

 

（２）事業の審査 非公開 

 全団体のプレゼンテーション終了後、同会場で机の配置を変更して行います。 

 プレゼンテーションや質疑応答を踏まえて、審査票に基づき、採点を行っていただ

きます。 

 採点の集計結果を踏まえて、事業ごとに採択・不採択の判断及び以下の内容につい

てご意見を賜りますようお願いいたします。 

 ＜採点候補事業＞ 

  ○提案事業の評価できる点 等 

  ○事業実施時に検討すべき事項や改善に向けた助言 等 

 ＜不採択事業＞ 

  ○提案事業の評価できる点 等 

  ○より工夫が求められた点 等  

  ○今後の取り組みに繋がるような意見 等 

 

２．審査の観点 

（１）審査項目 

 新規事業、継続事業とも以下の項目に基づいて審査いただきます。 

審査項目 審査基準 

実現性・計画性 
・具体的かつ実現可能な計画となっているか。 

・経費の見積もりは、事業内容に見合った妥当なものであるか。 

事業効果 ・事業内容が、課題の解決に十分に寄与するものであるか。 

効果測定や 

ニーズの分析 

・事業効果の測定や、ニーズを評価・分析する方法等が考えられ

ているか。 

持続性・発展性 
・事業を実施することで、更なる取組が実施されるなどして、今

後も含めた課題解決に寄与するか。 
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（２）令和６年度事業からの継続提案について 

 継続事業提案については、以下の点も考慮した上で審査していただきます。 

○令和６年度事業を踏まえた発展性のある提案内容であるか 

（令和６年度事業と同一の内容を、引き続き認めるものではない） 

○令和６年度事業を通じて検証・実証等を行った現時点の状況を踏まえ、令和７年

度事業の目的を明確に設定し、地域の課題解決や魅力向上が見込まれる事業内容

であるか 

○事業期間終了後の、その後の事業展開を見据えた提案であるか 


